
認知症の社会負担軽減に向けた 
神戸プロジェクト 

神戸大学(大学病院)、WHO神戸センター 
協力：神戸市、先端医療財団、神戸学院大学 
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研究のポイント 

 ある時点における認知機能と、将来的な介護リスクの関
係性を明らかにする。 

 認知機能低下を遅らせる効果的な介入方法に関するエビ
デンスを探索する。 

 認知症の早期発見、早期介入を実現する地域モデルを提
示する。 

 他県・他地域、そして世界に向けて政策オプションを提
供する。 
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高齢者の方々への 
基本チェックリスト配布 

クリニック 
認知症サポート医 

大学病院等の専門機関 

早期発見・早期介入に対する 
これまでの神戸市のシステム 

さらなるリスク評価の必要性 
 
認知症に特化した質問紙の 
必要性 様々な介護予防 

プログラム 
(運動、認知機能刺激、
学習の機会など） 

さらなる効果の評価の必要性 

治療 

ハイリスクの方々へのフォロー 

35 統計学的（量的）な評価と解析に基づく改善が必要 

要
介
護
認
定
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タ

 

認知症の診断 

出典：Dr Yoji Nagai 2016 
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今回の研究で取り組むこと 

 これまで使ってきた質問紙による調査データの解析・評
価 

 早期の認知機能低下に焦点をあてた、新しい質問紙を使
った調査・解析・評価（社会参画調査との組み合わせ） 

 2つの年齢層での調査・解析・評価 

 長期的な認知症予防を目指した介入プログラムの実施 



「基本チェックリスト」

対象の70歳代の市

民  (約8万人) 

将来の介護リスクが

高いと思われる      

回答者  (約5千人) 

「フレイルチェック」 

参加者のうち同意を

得られた方     

(約5千人) 

「認知症    

予防教室」 

「認知機能」と

「生活の質」に

関する 

現状調査 

要介護  

リスクを  

評価 

「認知症予防教室」参加

者の一部に追加の脳ト

レーニングなどを実施し、

効果を評価 

神戸市が実施 

「認知機能」と

「生活の質」に

関する 

追跡調査 

＜神戸プロジェクト＞ 

認知機能と生活の質の変化を観察する 

研究の全体像 

出典：WHO神戸センター 2017 
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研究成果の活用 

 英字論文として世界に向けて発表 

 神戸市への政策提言に反映 

 「早期発見・早期介入」の大都市における「実践」のモ
デルとして提示 

 「実践→評価→改善→実践」というサイクルを、行政と
学術機関が協力して施策に反映している、というモデル
を世界に発信できる可能性 
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基本チェックリスト配布 

クリニック 
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大学病院等の専門機関 

早期発見・早期介入に対する 
これまでの神戸市のシステム 

さらなるリスク評価の必要性 
 
認知症に特化した質問紙の 
必要性 様々な介護予防 

プログラム 
(運動、認知機能刺激、
学習の機会など） 

さらなる効果の評価の必要性 

治療 

ハイリスクの方々へのフォロー 

39 統計学的（量的）な評価と解析に基づく改善が必要 
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認知症の診断 

出典：Dr Yoji Nagai 2016 



Elderly General Population 
Health Checkup Participants 

クリニック 
認知症サポート医 

大学病院等の専門機関 

認知症と向き合う「未来の神戸市」の可能性 

効果が確認されている 
認知機能訓練 

効果が確認されている 
教育プログラム 

治療 

要介護リスク 
認知症リスク 低 

認知症リスク 高 

または軽度認知障害 

要介護リスク 高 
効果が確認されている 
介護予防プログラム 

ハイリスクの方々への自治体
と連携したフォローアップ 

40 
データの蓄積と解析、評価と改善のポジティブな循環をつくっていく 

認知症に特化した、
感度の高い質問紙
を使った調査 

認知症の診断 

各
種
健
康
・
介
護
デ
ー
タ
の
蓄
積

 継続したデータ解析 
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出典：Dr Yoji Nagai 2016 



“全ての年齢の人に優しい社会を” 
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ボケない秘訣は 
「キョウヨウ」と「キョウイク」。  

 
「今日、用がある」と 

「今日、行くところがある」の二つ。 
 

(出典：朝日新聞「天声人語」2013年7月14日 一部加工) 



ありがとうございました 

平成29年9月23日 

WHO健康開発総合研究センター 医官 

茅野龍馬 


